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大

正

ア

ナ

キ

ス

ト

の

活

動

が

映

画

化
！ 

映
画
『
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
ッ
』

９
月
の
上
映
目
指
し
て
製
作
中

古
屋
淳
二

　

大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・
橘
宗
一
の
没
後

90
年
と
な
る
本
年
、
大
正
ア
ナ
キ
ス
ト
た

ち
の
活
動
を
描
い
た
映
画『
シ
ュ
ト
ル
ム
・

ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
ッ
』
を
９
月
の
上
映

目
指
し
て
製
作
中
で
す
。

　

架
空
の
女
性
ア
ナ
キ
ス
ト
・
松
浦
エ
ミ

ル
を
主
人
公
に
、
中
浜
哲
、
古
田
大
次
郎

ら
に
よ
る
ギ
ロ
チ
ン
社
結
成
か
ら
、
大
杉

栄
復
讐
の
た
め
の
和
田
久
太
郎
、
村
木
源

次
郎
ら
の
福
田
大
将
狙
撃
ま
で
の
彼
ら
の

活
動
を
映
像
化
。
関
東
大
震
災
後
の
混
乱

し
た
社
会
で
、
実
在
し
た
〝
や
さ
し
き
〟

大
正
時
代
の
ア
ナ
キ
ス
ト
た
ち
を
描
い
た

も
の
で
す
。

　

松
浦
エ
ミ
ル
役
に
は
、

少
年
王
者
舘
の
舞
台
を
中

心
に
活
動
す
る
中
村
栄
美

子
、
中
浜
哲
役
に
は
劇
団

「tsum
azuki no ishi

」

の
主
宰
で
作
・
演
出
・
出

演
も
務
め
る
寺じ
つ
な
し
さ
と
る

十
吾
が
務

め
、
そ
の
ほ
か
廣
川
毅
、

吉
岡
睦
雄
、
銀
座
吟
八
、

小
林
夢
二
、
松
浦
祐
也
、

海
上
学
彦
、
磯
部
泰
宏
、

上
原
剛
史
、
井
村
昴
、
川

瀬
陽
太
、
藤
野
羽
衣
子
ら

に
加
え
、
佐
野
史
郎
、
石

川
真
希
、
天
野
天
街
、
あ

が
た
森
魚
、
流
山
児
祥
ら

も
出
演
。

　

監
督
は
『
蒸
発
旅
日
記
』

以
来
10
年
ぶ
り
の
監
督
と

な
る
山
田
勇
男
。
劇
場
デ

ビ
ュ
ー
作
『
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
さ
さ
や
き

を
聞
い
た
』
が
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
も

招
待
さ
れ
た
実
力
派
監
督
が
、
オ
ー
ル
ロ

ケ
で
大
正
時
代
の
青
春
群
像
を
鮮
や
か
に

活
写
し
ま
す
。
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目
を
引
き
、
明
解
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
（
写
真
１
）。
ま

た
、
裏
側
の
表
紙
と
併
せ
て
全
体
の
デ
ザ

イ
ン
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。

一
〇
六
号
の
プ
ル
ー
ド
ン
特
集
号
は
、
表

紙
全
体
を
開
く
と
プ
ル
ー
ド
ン
の
姿
と
背

景
に
あ
る
彼
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
め
る

（
写
真
２
）。カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
と
も
に
、

扱
わ
れ
て
い
る
内
容
も
斬
新
で
あ
る
。
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
が
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
思
想
の

雑
誌
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
集

の
テ
ー
マ
は
、「
ア
フ
リ
カ
」（
一
六
号
）、

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
科
学
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」

（
二
五
号
）、「
ブ
ル
ー
ス
・
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー

ル
・
フ
ォ
ー
ク
・
ポ
ッ
プ
」（
五
一
号
）、

「
創
造
的
破
壊
行
為
」（
六
一
号
）、「
プ
ロ

フ
ォ
」（
六
六
号
）、「
リ
バ
ー
タ
リ
ア
ン

精
神
医
学
」（
七
〇
号
）、「
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
、

ス
ト
ラ
イ
キ
シ
テ
ィ
－
」（
七
二
号
）、「
Ｄ

Ｉ
Ｙ
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」（
七
七
号
）、「
自

由
ラ
ジ
オ
」（
九
三
号
）、「
ス
ク
ウ
ォ
ッ

報
告
　【
展
示
】DESIGNING ANARCHY

―
ル
ー

フ
ァ
ス
・
シ
ー
ガ
ー
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
」（
五
月
一
七
～

二
五
日
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ
ム
・
ア
サ
イ
ラ
ム
に
て
）

田
中
ひ
か
る

月
刊
誌
『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
は
一
九
六
一

年
三
月
～
七
〇
年
一
二
月
ま
で
休
ま
ず

発
行
さ
れ
た
。
今
回
展
示
さ
れ
て
い
た

各
号
の
ほ
と
ん
ど
が
文
献
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
実
物
で
、
手
に
取
っ
て
中
を
読
む
こ
と

が
で
き
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
一
部

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
物
を
見
れ

ば
ど
の
よ
う
な
雑
誌
だ
っ
た
か
が
よ
く
わ

か
る
。
な
に
よ
り
も
当
時
二
〇
歳
代
後
半

だ
っ
た
ル
ー
フ
ァ
ス
・
シ
ー
ガ
ー
の
創
造

力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
ユ
ー
モ
ア
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
斬
新
な
表
紙
デ
ザ
イ
ン
に

圧
倒
さ
れ
る
。
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
ア
ー
ト

の
融
合
は
歴
史
上
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
が
、『
ア
ナ
ー
キ
ー
』
は
最
も
成
功

し
た
事
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
一
七
号
の

「
不
服
従
」
特
集
の
表
紙
を
見
て
み
よ
う
。

縦
に「
Ｄ
Ｉ
Ｓ
」「
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」「
Ｄ
Ｉ
Ｅ
」「
Ｎ

Ｃ
Ｅ
」
と
い
う
文
字
が
積
み
重
な
り
、
右

側
か
ら
赤
い
矢
印
、
左
側
か
ら
は
無
数
の

矢
印
が
挟
み
撃
ち
し
て
い
る
。
人
々
の
注

タ
ー
」（
一
〇
二
号
）
な
ど
で
あ
り
、
い

ず
れ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
テ
ー
マ
で
あ

る
。
六
一
号
の
特
集
は
、
六
〇
年
代
半
ば

頃
か
ら
レ
イ
ン
ら
に
よ
る
反
精
神
医
学
の

運
動
が
イ
ギ
リ
ス
で
形
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
六
六
号
で
特
集
さ

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
プ
ロ
フ
ォ
は
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
議
会
選
挙
で
議
席
を
獲
得

し
、
市
内
に
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
り
入

れ
禁
止
を
訴
え
て
シ
ェ
ア
で
き
る
大
量
の

「
白
い
自
転
車
」
を
市
内
で
勝
手
に
並
べ

た
り
、
電
気
自
動
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
を
提

案
し
、
あ
る
い
は
、
王
室
の
権
威
を
お
と

し
め
る
よ
う
な
挑
発
に
よ
っ
て
権
力
の
化

け
の
皮
を
は
ぐ
、
と
い
っ
た
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
と
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
融
合
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
運
動
だ
っ
た
が
、
六
六
年
か

ら
一
年
あ
ま
り
で
消
滅
し
た
。六
六
号
は
、

こ
の
一
瞬
に
し
て
生
ま
れ
て
消
え
た
運
動

を
特
集
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
日
で
は

平
和
の
マ
ー
ク
と
し
て
知
ら
れ
、
も
と
も

と
は
核
兵
器
廃
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｃ
Ｎ

Ｄ
）
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
五
八
年
に
作
成

さ
れ
た
マ
ー
ク
が
各
号
の
表
紙
に
は
何
度

か
登
場
し
、
当
時
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動

と
反
核
平
和
運
動
と
の
融
合
が
見
て
取
れ

る
（
一
三
号
・
二
六
号
・
三
三
号
）（
写

真
３
）。
一
号
の
表
紙
は
、
松
葉
杖
を
つ

い
た
少
年
と
た
く
さ
ん
の
鳩
、
そ
し
て
そ

の
後
ろ
に
は
セ
ッ
ク
ス
な
ど
を
売
り
物

に
し
た
新
聞
の
広
告
を
べ
た
べ
た
と
貼
り写真２

写真１
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付
け
た
新
聞
ス
タ
ン
ド
ら
し
き
建
物
が
描

か
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
論
説
の

筆
頭
に
は
、「
セ
ッ
ク
ス
と
暴
力
、
小
説

の
起
源
」
と
い
う
魅
力
的
な
タ
イ
ト
ル
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
４
）。
筆
者
は

医
師
で
平
和
主
義
的
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
ア

レ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
（
一
九
二
〇

-

二
〇
〇
〇
）。
性
の
自
由
を
訴
え
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。
彼
の
特
集
号（
二
六
号
）

の
表
紙
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
に
赤
い
平
和

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
男
性
・
女
性
の
マ
ー
ク

が
重
ね
ら
れ
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
の
主
張
全

体
を
象
徴
し
て
い
る
が
、
第
二
波
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
が
出
現
し
た
同
時
代
の
雰
囲
気
を

反
映
し
て
い
る
と
も
言
え
る
（
写
真
５
）。

 

こ
の
よ
う
に
、
常
に
同
時
代
の
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
シ
ー

ガ
ー
に
よ
る
斬
新
で
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
デ

ザ
イ
ン
を
使
っ
た
の
が
、
当
時
『
フ

リ
ー
ダ
ム
』
の
編
集
に
携
わ
り
、
先
頃

死
去
し
た
コ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー
ド
で
あ
る

（
一
九
二
四

−

二
〇
一
〇
）。『
現
代
の
ア

ナ
キ
ズ
ム
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
彼
の

著
書
が
邦
訳
さ
れ
た
の
は
一
九
七
七
年

と
三
〇
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
る
。
だ

が
、
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
ル
ー

ス
・
キ
ナ
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
入
門
（Ruth 

K
inna,  A

narchism
:A

 Beginner

’s 
Guide, 2005

）
で
は
、
ポ
ー
ル
・
グ
ッ

ド
マ
ン
と
と
も
に
「
実
践
的
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
」
の
代
表
的
思
想
家
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
雑
誌
『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
二
〇
一
一
年
二
号
は
彼

の
追
悼
号
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
の
思

想
が
二
一
世
紀
に
入
り
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
来
注
目
さ
れ
る

「
新
し
い
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
に
「
今
・
こ

こ
で
」
ア
ナ
ー
キ
ー
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ウ
ォ
ー

ド
は
す
で
に
五
〇
年
以
上
前
に
『
ア
ナ
ー

キ
ー
』
を
通
じ
て
そ
の
問
題
を
追
及
し
、

九
年
一
〇
ヶ
月
の
経
験
を
も
と
に
実
践
的

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
論
を
展
開
す
る
に
至
っ

た
。
た
と
え
ば
ス
ク
ウ
ォ
ッ
ト
特
集
（
写

真
６
）。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
ス
ク
ウ
ォ
ッ

ト
が
社
会
運
動
化
し
た
の
は
一
九
八
〇
年

代
前
後
か
ら
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

す
で
に
六
九
年
に
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
が
ロ
ン

ド
ン
で
ス
ク
ウ
ォ
ッ
ト
を
実
行
し
て
い

る
。
こ
の
現
象
を
い
ち
早
く
取
り
上
げ
た

ウ
ォ
ー
ド
は
、
晩
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
ス
ク
ウ
ォ
ッ
ト
史
を
刊
行
し
、
住
む
場

所
の
な
い
人
々
が
自
力
で
他
人
の
土
地
や

家
に
住
み
着
い
て
居
住
の
権
利
を
獲
得
す

る
と
い
う
行
動
の
起
源
を
、
数
百
年
前
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ト
ル
コ
に
至
る
地
域

に
伝
わ
る
社
会
慣
行
に
見
い
だ
し
、
歴
史

写真３

写真４

写真５

や
地
域
そ
し
て
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
い
う

思
想
を
超
え
た
人
間
の
普
遍
的
な
実
践

と
し
て
提
示
し
て
い
る
（Cotters and 

Squatters,  T
he H

idden H
istory of 

H
ousing, 2004

）。
五
四
号
（
写
真
７
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
ウ
ォ
ー
ド
の
論
文

に
、
次
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
に
も
注
目
し
た
い
。「
国
家
と
は
一

つ
の
状
況
で
あ
り
、
人
間
の
間
に
あ
る
一

つ
の
関
係
で
あ
り
、
人
間
の
態
度
の
一
つ

の
形
式
で
あ
る
。
我
々
は
異
な
る
態
度

を
と
る
こ
と
で
異
な
る
契
約
を
取
り
結

び
、
こ
れ
を
通
じ
て
国
家
を
破
壊
す
る
」

（p.247

）。
元
々
は
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ン
ダ

ウ
ア
ー
が
発
表
し
た
論
説
（
一
九
一
一

年
）
を
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
が
『
ユ
ー

ト
ピ
ア
の
道
』（
一
九
四
四
年
）
で
引
用

し
た
文
章
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
ド
は
そ
こ
か

ら
孫
引
き
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、「
予

示
的
政
治
」
を
説
明
す
る
際
に
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
た
ち
が
こ
の
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
の
言
葉

を
引
き
合
い
に
出
す
よ
う
に
な
る
の
は

二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
と
二
一
世
紀
の
「
新
し
い

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
を
橋
渡
し
し
た
の
は

ウ
ォ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

仮
説
を
さ
ら
に
探
求
し
た
い
と
い
う
思
い
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「
労
働
者
反
対
派
」
と
い
う
と
あ
る
派
閥

（
？
）
の
話
で
あ
る
か
ら
ま
た
人
数
が
増

え
そ
う
だ
。
読
ん
で
み
る
と
中
心
的
な
人

物
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
コ
ロ
ン
タ
イ
と

い
う
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
史
で
も
注
目
さ
れ
る

人
ら
し
い
。
１
９
１
０
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

で
国
際
女
性
デ
ー
（IW

D

）
を
設
立
し
た
。

社
会
主
義
女
性
イ
ン
タ
ー 

を
紹
介
す
る

文
書
で
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
恐
怖
さ
せ

る
だ
ろ
う
新
た
な
危
険
で
あ
る
女
性
労
働

者
の
国
際
組
織
」と
書
い
て
い
る（
注
１
）。

　
コ
ロ
ン
タ
イ
の
文
章
は
な
ん
だ
か
悔
し

そ
う
だ
。
原
理
原
則
に
賛
同
し
て
い
る
組

織
に
加
入
。
し
か
し
官
僚
主
義
が
支
配
的

に
な
り
、
権
力
の
な
い
構
成
員
は
く
だ
さ

れ
る
命
令
に
従
う
以
外
の
行
動
が
許
さ
れ

な
い
。
そ
こ
で
は
そ
も
そ
も
原
理
原
則
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
社
会
の
諸
問
題
が
そ
の
仕
組
み
を
変

え
る
こ
と
で
解
決
す
る
こ
と
を
信
じ
て
原

理
原
則
を
共
有
す
る
組
織
に
加
入
し
、
眼

の
前
に
材
料
や
資
源
が
揃
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
ど
こ
に
労
力
を
割
く
べ
き
か

を
上
か
ら
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
い

つ
ま
で
も
基
本
的
な
問
題
の
解
決
に
乗
り

出
せ
な
い
。
何
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

の
逼
迫
し
た
問
題
（
つ
ま
り
働
い
て
も
金

が
な
い
）
が
、
上
か
ら
の
命
令
に
従
っ
て

い
て
も
い
つ
ま
で
も
解
決
し
な
い
場
合
、

何
重
も
の
不
満
が
爆
発
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
「
た
と
え
ば
、
労
働
者
が
自
ら
の
力
で

食
堂
や
託
児
所
、
木
材
の
供
給
団
体
な
ど

を
組
織
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
た
び
に

そ
う
し
た
企
て
の
中
に
あ
る
行
き
来
と
し

た
直
接
的
な
関
心
が
、
官
僚
主
義
的
遅
滞

や
い
つ
果
て
る
と
も
な
い
書
類
の
交
換
、

部
門
間
の
た
ら
い
回
し
や
拒
絶
、
新
し
い

注
文
な
ど
に
よ
っ
て
圧
殺
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。」（p131

）

生
活
の
基
盤
が
し
っ
か
り
と
し
い
て
、

そ
の
上
社
会
の
歯
車
（
必
ず
し
も
悪
い
意

味
で
は
な
い
）
と
し
て
、
結
果
と
し
て
理

想
に
近
い
世
界
を
つ
く
る
こ
と
に
貢
献
し

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
作
業
に
就
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
が
、
そ
う
で
な
い
ば
あ

い
が
多
い
。
そ
こ
に
あ
る
も
の
に
手
が
届

か
な
い
の
は
官
僚
的
な
共
産
主
義
政
府
に

も
資
本
主
義
に
も
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、

「
直
接
的
な
関
心
」
を
直
接
解
決
で
き
る

【
連
載
】
新
宿
図
書
室
所
蔵
文

献
を
書
評
す
る
第
二
回
　

『
ロ
シ
ア
革
命
と
労
働
者
反
対

派
』
著
＝
コ
ロ
ン
タ
イ
　
訳
＝
時
田 

昌
瑞
・

北
村 
孝
一
／
発
行
＝
海
燕
書
房
／
一
九
八
一
年

発
行

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

正
直
、
私
は
世
界
史
に
し
て
も
日
本
史

に
し
て
も
基
本
的
な
流
れ
を
つ
か
め
て

お
ら
ず
、
い
わ
ん
や
革
命
史
、
共
産
主
義

運
動
史
を
や
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
何

か
面
白
そ
う
な
歴
史
上
の
人
物
や
出
来
事

を
見
つ
け
た
と
き
は
前
後
の
重
要
そ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
な
ぞ
っ
て
お
し
ま
い
だ
っ

た
。
背
景
知
識
に
欠
け
た
状
態
で
と
ん
ち

ん
か
ん
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
わ
な
い
か

心
配
だ
。
と
り
あ
え
ず
、
私
で
も
わ
か
る

こ
と
を
書
く
し
か
な
い
。
ロ
シ
ア
革
命
は

登
場
人
物
が
多
い
、
そ
の
上
こ
の
本
で
は

を
強
く
し
た
。
な
お
、
展
示
さ
れ
た
『
ア

ナ
ー
キ
ー
』
は
も
と
も
と
は
磯
谷
武
郎
氏

の
蔵
書
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
私
は
昨
年

サ
ン
・
テ
ィ
ミ
エ
で
会
っ
た
フ
ラ
ン
ス
在

住
の
ホ
ル
タ
ー
マ
ン
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
人

か
ら
「
イ
ソ
ヤ
を
知
っ
て
い
る
か
」
と
聞

か
れ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
ホ
ル
タ
ー
マ

ン
の
著
作
を
三
浦
精
一
傘
寿
記
念
と
し
て

刊
行
し
た
際
の
訳
者
が
磯
谷
氏
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
（
ト
ム
・
ホ
ル
テ
ル
マ
ン 写真６

『
国
家
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
理
論
に
関
す
る
一

考
察
』
上
・
下
、
一
九
八
三
年
）。
当
時

の
こ
と
も
含
め
て
磯
谷
氏
に
お
話
を
う
か

が
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
強

め
た
。
多
く
の
刺
激
と
発
見
が
あ
っ
た
展

示
だ
っ
た
。

写真７
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方
が
良
い
と
考
え
る
が
ゆ
え
に
労
働
者
反

対
派
は
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
」
と
言
わ
れ
る

の
か
も
知
れ
な
い
（
コ
ロ
ン
タ
イ
な
ど
は

否
定
し
て
い
る
が
）。
必
要
な
も
の
を
買

う
た
め
に
働
き
、
老
後
の
た
め
に
子
供
を

つ
く
り
、
食
い
扶
持
を
確
保
す
る
た
め
に

（
ま
た
は
効
率
的
に
資
産
を
増
や
す
た
め

に
）
結
婚
す
る
と
い
っ
た
手
段
と
し
て
の

社
会
的
な
活
動
が
当
た
り
前
と
さ
れ
る
世

の
中
で
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
の
ヒ
ン
ト

は
そ
の
持
ち
場
に
い
る
者
（「
労
働
者
」、

個
人
的
に
は
無
賃
労
働
者
も
あ
わ
せ
て
解

釈
し
た
い
）
に
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
の

が
本
書
で
あ
る
。

注
１　

世
界
女
性
の
日
を
作
っ
た
コ
ロ
ン
タ
イ

　
「
21
世
紀
の
風
」　http://app.f.m

-cocolog.
jp/t/typecast/58616/57588/56185089 

ベ
イ
エ
リ
ア
・
ア
ナ
キ
ス

ト
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
カ

レ
ン
ダ
ー
を
出
品

ロ
ー
ラ

（
訳
　
成
田
圭
祐
）

　

有
色
人
種
の
ア
ナ
キ
ス
ト
／
オ
ー
ト
ノ

ミ
ス
ト
に
よ
る
読
書
グ
ル
ー
プ
の
仲
間

が
集
ま
っ
て
、
今
年
の
ベ
イ
エ
リ
ア
・
ア

ナ
キ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
ー
に
出
店
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
、
毎
週
水
曜
日
の
夜

に
「
ホ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
」
と
い
う
ス
ペ
ー

ス
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
気
楽
な
集
ま
り

で
、
基
本
的
に
ジ
ン
（
小
冊
子
）
や
短
い

記
事
を
読
み
、
議
論
を
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
週
の
課
題
を
読
ん
で
い
な
い
人
で
も

参
加
出
来
る
よ
う
に
議
論
を
進
め
ま
す
。

主
に
個
人
的
な
経
験
や
視
点
を
共
有
し
ま

す
が
、
私
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
学
習
と
ス

ペ
ー
ス
運
営
に
お
い
て
重
要
で
す
。
読
書

グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
ジ
ン

を
皆
で
共
有
し
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が

様
々
な
種
類
の
書
物
に
接
し
て
き
た
の

で
、
今
回
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
ー
に
出
店
す
る

こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
ブ
ッ

　

今
年
３
月
中
旬
、米
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
か
ら
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
ロ
ー
ラ
さ
ん
が

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ
ム
・
ア
サ
イ
ラ
ム
を
訪
れ

ク
フ
ェ
ア
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
無
料
で
私
た

ち
の
た
め
に
テ
ー
ブ
ル
を
提
供
し
て
く
れ

る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
参
加
し
な
い
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
！　

私
た
ち
は

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
ー
の
期
間
中
に
、
有
色
人

種
の
ア
ナ
キ
ス
ト
／
オ
ー
ト
ノ
ミ
ス
ト
の

議
論
の
調
整
役
も
担
い
ま
し
た
。
有
色
人

種
に
よ
る
大
き
な
グ
ル
ー
プ
が
、
出
身
に

つ
い
て
や
、
現
在
参
加
し
た
り
進
め
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ま
た
自
分
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
実
現
し
た
い
こ
と
な
ど

を
話
し
合
っ
て
い
る
場
所
の
傍
ら
で
、
私

た
ち
の
議
論
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
で
す
が
、
大
杉

栄
と
伊
藤
野
枝
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人

は
何
人
か
い
ま
し
た
。
大
杉
栄
に
つ
い
て

も
書
か
れ
て
い
る
『T

hree Japanese 
A

narchists

』
と
い
う
英
語
の
ジ
ン
が
あ

る
の
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
通
し
て
大
杉カレンダーを購入してくれたくれた人

栄
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ

ア
ト
ル
の
ア
ナ
キ
ス
ト
書
店
「
レ
フ
ト
・

バ
ン
ク
・
ブ
ッ
ク
ス
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
大

杉
栄
と
伊
藤
野
枝
に
つ
い
て
知
っ
て
い

て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
と
て
も
興
奮
し
て
い

ま
し
た
ね
。

　

み
ん
な
カ
レ
ン
ダ
ー
を
気
に
入
っ
て
い

ま
し
た
よ
！　

と
く
に
、
今
回
い
っ
し
ょ

に
テ
ー
ブ
ル
を
出
し
た
仲
間
や
東
ア
ジ
ア

／
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
、
そ
れ

か
ら
沖
縄
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
ハ
ー
フ
の

友
達
は
大
興
奮
で
し
た
。

ローラさんのグループのテーブル。テーブル右端にカレンダー。

た
。
毎
年
３
月
下
旬
に
ベ
イ
エ
リ
ア
で
開
か
れ
て

い
る
ア
ナ
キ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
、
今
年
は

彼
女
が
参
加
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
テ
ー
ブ
ル
を

出
す
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
文
献
セ
ン
タ
ー

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
、
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
で
出
品
し
て
も
ら
っ
た
。（
成
田
圭
祐
）
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没
後
八
十
五
年  

和
田
久
太
郎
の
は
え
あ
る
と
き

後
藤
優
子

Ⅰ
〈
江
戸
趣
味
〉
が
反
み
や
び
と
し
て
き
わ

ま
れ
ば

　

先
達
つ
て
赤
鬼
（
竹
内
伸
之
）
君
が
『
福

田
み
た
い
な
奴
と
命
を
取
り
代
へ
つ
こ
す

る
の
は
餘
り
に
惜
し
い
』
と
云
つ
て
く
れ

た
に
對
し
、
僕
は
「
人
間
は
ね
、
場
合
に

よ
れ
ば
、
見
ず
知
ら
ず
の
乞
食
の
た
め
に

だ
つ
て
命
を
捨
て
る
様
な
事
も
あ
る
よ
、

君
。
い
は
ん
や
だ
…
…
』
と
答
へ
て
置
い

た
。

　

あ
の
婦
系
圖
の
川
瀬
（
？
）
の
氣
持
ち

が
分
る
人
な
ら
、
僕
の
赤
鬼
君
へ
の
返
事

の
氣
持
ち
も
分
つ
て
く
れ
る
と
思
ふ
ん
だ

―
―
（
中
村
し
げ
子
宛
書
簡 

一
九
二
五
年

六
月
十
二
日
）

　

不
屈
の
ア
ナ
キ
ス
ト
・
和
田
久
太
郎
が
、

み
ず
か
ら
生
を
終
え
て
八
十
五
年
が
た
つ
。

唯
一
の
著
書
『
獄
窓
か
ら
』
の
略
歴
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　

昭
和
三
年
（
三
十
六
歳
）
二
月
二
十
日
、

「
も
ろ
も
ろ
の
惱
み
も
消
ゆ
る
雪
の
風
」
の

辭
世
を
遺
し
て
秋
田
刑
務
所
の
監
房
で
縊

死
す
。
二
十
二
日
、
望
月
桂
、
近
藤
憲
二
、

秋
田
に
赴
き
、
遺
骸
を
荼
毘
に
附
し
て
携

へ
歸
る
。

　

同
書
は
和
田
の
死
か
ら
二
年
後
に
出
版
さ

れ
た
。
和
田
が
福
田
雅
太
郎
襲
撃
の
被
告
と

し
て
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
た
と

き
に
書
い
た
も
の
（
同
タ
イ
ト
ル
の
初
版
）

を
前
編
と
し
、
後
編
に
は
無
期
懲
役
囚
と
し

て
秋
田
へ
送
ら
れ
て
か
ら
の
作
品
を
収
め

る
。

　

同
志
の
尽
力
で
世
に
出
た
初
版
本
は
、
秋

田
刑
務
所
の
著
者
の
も
と
へ
と
届
け
ら
れ

た
。

　

胸
を
と
ゞ
ろ
か
せ
て
待
つ
て
ゐ
る
と
、

夕
方
、
領
置
係
の
人
が
持
つ
て
來
て
く
れ

た
。

　

眞
紅
な
絹
装
幀
の
綺
麗
な
本
だ
。
型
も

新
型
の
三
五
で
三
百
九
十
頁
あ
る
。（
略
）

　

寝
に
就
い
て
か
ら
、
む
さ
ぼ
る
や
う
に

本
文
を
讀
み
耽
つ
た
。
…
…
感
慨
無
量

だ
！
！

　
「
其
夜
の
歌
」
と
「
あ
や
め
さ
ん
宛
の
手

紙
」
を
讀
ん
で
、ま
た
涙
を
落
し
た
。（
略
）

　

今
日
も
ま
だ
追
憶
の
夢
心
地
だ
。
止
め

よ
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
い
つ
し
か
本
を
手

に
し
て
ゐ
る
。
ぢ
つ
と
考
へ
耽
つ
て
ゐ
る
。

（「
霞
む
な
ら
」
一
九
二
六
年
四
月
九
日
）

　

和
田
の
高
揚
し
た
よ
う
す
が
目
に
う
か
ぶ

エ
ッ
セ
ー
で
あ
る
。
鮮
烈
な
「
行
動
」
と
描

き
な
お
さ
れ
続
け
る
―
―
〈
規
範
〉
を
突
き

く
ず
す
べ
く
―
―
「
こ
と
ば
」
は
、
和
田
に

と
っ
て
生
の
両
輪
で
あ
っ
た
。
彼
は
徹
底
し

て
「
こ
と
ば
」
に
こ
だ
わ
っ
た
。
た
と
え
ば

近
藤
に
こ
ん
な
証
言
が
あ
る
。

　

和
田
君
は
文
章
に
は
た
い
へ
ん
な
こ
り

屋
だ
。
考
え
が
す
っ
か
り
熟
さ
な
い
と
筆

が
と
れ
な
い
。

　

テ
ニ
ヲ
ハ
の
一
つ
一
つ
に
も
細
心
の
注

意
を
は
ら
う
。
ぎ
り
ぎ
り
決
着
こ
れ
で
い

い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
推
敲
し
た
。

　

ア
ナ
キ
ス
ト
た
る
以
前
に
、
俳
人
と
し
て

出
発
し
た
和
田
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
む
し
ろ

当
然
す
ぎ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
大
杉
と
の

出
会
い
は
そ
こ
に
あ
ら
た
な
経
験
を
く
わ
え

る
。「
大
杉
の
個
性
教
育
」
と
題
し
た
エ
ッ

セ
ー
で
和
田
は
『
労
働
運
動
』
時
代
を
回
想

し
て
い
る
。

　

或
時
、
大
杉
は
僕
の
小
さ
な
原
稿
を
見

て
、『
駄
目
だ
！
！
俺
の
言
葉
を
眞
似
ち

や
駄
目
だ
。
自
分
の
調
子
で
書
け
』
と
言

つ
て
、
ビ
リ
ツ
と
引
裂
い
て
し
ま
つ
た
。

僕
は
其
の
時
、
怒
つ
て
大
い
に
議
論
し
た
。

そ
し
て
載
せ
さ
せ
た
。
が
、
大
杉
の
こ
の

心
遣
ひ
は
、
ほ
ん
と
に
し
み
じ
み
と
嬉
し

か
つ
た
。

　

彼
は
、
そ
れ
ほ
ど
個
性
を
尊
重
し
た
男

だ
。
―
―
大
正
十
四
年
八
月
五
日
―
―

　　

幼
少
時
か
ら
家
庭
の
環
境
に
悩
み
、
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
も
と
め
た
和
田
に
、
大
杉
や

同
志
た
ち
は
血
縁
を
超
え
た
「
親
密
圏
」
と

な
っ
た
。
ど
ん
な
に
近
し
く
て
も
同
時
に

個
々
の
異
な
り
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
が
こ
の
気
圏
に
つ
ど
っ
た
ア
ナ
キ
ス
ト

た
ち
の
信
条
だ
っ
た
か
ら
。「
社
会
的
理
想

論
」
で
、
大
杉
は
、
労
働
者
が
労
働
問
題
と

い
う
白
紙
の
本
に
運
動
に
よ
っ
て
一
字
ず
つ

己
の
こ
と
ば
を
書
き
入
れ
て
い
く
こ
と
を
説

い
た
。
彼
亡
き
あ
と
、
そ
の
思
想
を
継
い
で

発
展
さ
せ
た
者
こ
そ
和
田
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。
入
獄
に
よ
っ
て
社
会
的
な
「
運
動

を
封
じ
こ
め
ら
れ
、
読
書
と
い
う
行
為
を
と

り
あ
げ
ら
れ
た
の
ち
も
、
和
田
は
こ
と
ば
を

手
ば
な
し
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
辞
世

の
句
も
、
死
を
覚
悟
し
た
の
ち
、
数
回
描
き

な
お
さ
れ
た
の
だ
。
彼
の
不
屈
の
あ
ら
が
い

―
―
〈
世
界
〉
の
再
記
述
！

　

本
人
も
自
覚
し
て
い
た
よ
う
に
和
田
の
性

格
は
「
多
面
的
」
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な



（7） CIRA-Japana 第 23 号

か
で
も
、
淡
白
で
温
和
な
面
を
よ
く
み
て
い

た
者
は
、
テ
ロ
ル
と
い
う
行
為
の
烈
し
さ
に

意
外
の
感
を
も
っ
た
。
計
画
は
少
人
数
で
秘

密
裡
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
震
災
後
吹
き

あ
れ
た
「
白
色
テ
ロ
ル
」
に
抗
し
、
運
動
を

壊
滅
さ
せ
な
い
た
め
、
考
え
ら
れ
た
役
割
分

担
で
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
契
機
は
い
つ

お
と
ず
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
話
を
前
に
も
ど
そ
う
。
和
田
は
、

自
著
を
手
に
し
て
感
慨
に
ひ
た
り
つ
つ
「『
あ

や
め
さ
ん
宛
の
手
紙
』
を
讀
ん
で
、
ま
た
涙

を
落
し
た
。」
と
書
い
て
い
る
。
橘
あ
や
め

は
、
大
杉
の
末
妹
で
あ
り
、
大
杉
・
伊
藤
野

枝
と
と
も
に
虐
殺
さ
れ
た
橘
宗
一
の
母
親
で

あ
る
。
和
田
は
、
最
初
で
最
後
と
な
っ
た
彼

女
宛
の
書
簡
（
一
九
二
四
年
九
月
四
日
）
に

「
そ
の
と
き
」
を
回
想
し
、
克
明
に
描
写
し

て
い
る
。

　

淀
橋
の
家
で
、
三
人
の
遺
骨
を
祭
壇
に

の
せ
て
、
さ
さ
や
か
な
手
向
け
の
花
な
ど

を
立
て
て
ゐ
た
時
、
貴
女
は
柴
田
さ
ん

に
連
れ
ら
れ
て
入
つ
て
居
ら
つ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
其
處
に
居
た
服
部
（
濱
次
）
夫
妻

と
安
成
（
二
郎
）
の
細
君
と
僕
と
は
、
ハ

ツ
と
胸
を
打
た
れ
て
面
を
伏
せ
ま
し
た
。

吾
々
は
貴
女
の
顔
を
見
る
に
堪
え
な
か
つ

た
の
で
す
。

　

と
、
貴
女
は
入
つ
て
來
る
な
り
庭
か

ら
『
宗
坊
は
ゐ
ま
す
か
ッ
、
宗
坊
は
ゐ
ま

す
か
ッ
』
と
叫
ば
れ
ま
し
た
。
僕
達
が
そ

れ
に
ど
う
答
へ
る
こ
と
が
出
來
ま
し
よ
う

…
…
女
達
は
す
ぐ
『
わ
つ
』
と
聲
を
あ
げ

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
貴
女
は
、『
ぢ

や
ァ
、
あ
れ
は
眞
當
な
ん
で
す
か
ッ
…
…

眞
當
な
ん
で
す
ね
…
…
宗
…
…
』
と
言
ひ

さ
し
て
椽
先
き
へ
崩
折
れ
て
し
ま
は
れ
ま

し
た
。
其
處
へ
、
二
階
か
ら
村
木
が
降
り

て
來
ま
し
た
。
勇
さ
ん
も
降
り
て
來
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、『
兎
に
角
ま
あ
…
…
』

と
言
つ
て
、
泣
き
入
る
貴
女
を
二
人
で
二

階
へ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
僕
は
下
に
、

ぢ
つ
と
遺
骨
の
傍
で
俯
向
い
て
ゐ
ま
し

た
。
そ
し
て
悲
痛
な
腸
を
か
き
む
し
る
様

な
貴
女
の
泣
き
聲
を
聞
き
な
が
ら
、
ガ
リ

ガ
リ
と
齒
を
嚙
ん
で
ゐ
ま
し
た
。（
略
）

か
た
わ
ら
で
は
遺
児
と
な
っ
た
マ
コ
と
エ

マ
が
葬
式
ご
っ
こ
に
興
じ
、
よ
ち
よ
ち
歩

き
の
ル
イ
も
笑
い
声
を
た
て
る
。
お
と
な

た
ち
は
こ
と
ば
も
な
く
落
涙
す
る
の
だ
っ

た
。

　

僕
も
堪
ら
な
く
な
つ
て
、
玄
関
か
ら
前

庭
へ
走
つ
て
出
ま
し
た
。
其
處
に
は
葉
鶏

頭
が
、
秋
の
日
を
充
分
に
受
け
て
眞
つ
紅

に
燃
え
て
ゐ
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
眞
紅
な

血
の
や
う
な
葉
鶏
頭
を
ぢ
つ
と
見
つ
め
ま

し
た
。
僕
の
眼
か
ら
は
泪
は
落
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
葉
鶏
頭
の
血
の

色
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
眼
を
離
す
事
が
出

來
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

和
田
に
、
あ
る
「
欲
動
」
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
た
の
は
こ
の
と
き
で
は
な
い
か
。
葉
鶏

頭
の
血
紅
色
に
心
は
つ
よ
く
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
な

が
ら
も
、
頭
は
奇
妙
に
冴
え
わ
た
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
涙
は
落
ち
な
い
。
し
か
し
、
か
か

る
装
置
は
初
め
て
作
動
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
。
じ
つ
は
、
彼
は
、
青
年
時
代
に
特
異
な

体
験
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
以
降
の
和
田
の

「
生
」と「
死
」を
決
定
的
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

生
家
の
貧
し
さ
か
ら
小
学
校
を
中
退
し
て

大
阪
に
丁
稚
奉
公
に
出
た
和
田
は
い
き
な
り

お
と
な
の
世
界
に
投
げ
こ
ま
れ
る
こ
と
と
な

る
。
や
が
て
俳
句
に
興
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

彼
は
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
投
句
を
始
め
る
。

句
作
は
幼
い
彼
に
と
っ
て
〈
世
界
〉
を
記
述

す
る
た
め
の
こ
と
ば
を
獲
得
す
る
場
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
早
成
の
「
悲
劇
」
が
、
寓
す
る

環
境
に
存
在
し
た
。
勤
め
た
店
の
主
人
が
詐

欺
を
は
た
ら
い
て
お
り
、
そ
の
家
庭
も
紊
乱

を
き
わ
め
る
な
か
で
、
早
く
も
悪
事
・
遊
蕩

を
お
ぼ
え
た
和
田
は
、
十
六
歳
で
重
い
性
病

を
わ
ず
ら
う
。
二
十
歳
の
と
き
に
店
は
破
産
。

病
気
も
悪
化
し
極
度
の
神
経
衰
弱
に
堪
え
か

ね
た
彼
は
、
投
身
を
決
意
し
て
土
佐
の
海
岸

に
お
も
む
く
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
死
に
き

れ
ず
山
中
を
あ
て
ど
な
く
放
浪
す
る
の
だ
っ

た
。
街
に
出
る
と
泥
と
垢
に
ま
み
れ
た
彼
に

人
々
は
異
様
な
視
線
を
あ
び
せ
る
。
そ
の
と

き
、
ふ
い
に
和
田
の
な
か
で
「
悲
痛
な
感
情
」

が
、
体
中
に
澄
み
わ
た
り
冴
え
わ
た
っ
て

い
っ
た
。

　
『
俺
が
氣
味
が
悪
い
の
か
。
俺
が
恐
ろ

し
い
の
か
。
こ
ん
な
風
で
生
き
て
ゐ
る
人

間
を
見
る
の
が
恐
ろ
し
い
と
い
ふ
の
か
。

そ
れ
で
町
中
が
今
夜
は
寝
ら
れ
な
い
と
い

ふ
の
か
。
馬
鹿
奴
、
う
じ
虫
奴
！
ざ
ま
を

見
ろ
！
だ
。
―
―
あ
あ
、
俺
に
も
こ
ん
な

力
が
あ
る
ん
だ
。
力
だ
、
力
だ
！
憎
悪
の

力
だ
！
！
』

　

悲
痛
な
感
激
の
力
が
凡
て
眼
へ
凝
集
し

て
く
る
。
そ
の
眼
で
ぢ
つ
と
奴
等
を
睨
み

つ
め
て
や
る
―
―
。
と
、
恐
怖
に
襲
は
れ

た
様
に
お
ど
お
ど
し
た
顔
つ
き
で
横
を
向

い
て
了
ふ
―
―
。
そ
の
時
、
僕
の
腹
の
底

か
ら
何
ん
と
も
言
へ
な
い
悲
痛
な
快
感
と

微
笑
と
が
湧
き
上
つ
て
來
た
。

　

死
に
ゆ
く
者
と
し
て
生
の
側
を
凝
視
し
た

と
き
の
「
覚
醒
」。
和
田
は
「
自
ら
の
體
の

中
に
、
謂
ゆ
る
正
義
、
謂
ゆ
る
道
徳
、
謂
ゆ

る
宗
教
、
な
ど
に
對
し
て
敢
然
と
し
て
闘
は

ん
と
す
る
力
が
湧
い
て
來
た
の
を
覺
え
る
。」

ほ
ど
な
く
彼
は
「
社
会
主
義
」
の
行
動
に
お

い
て
生
の
欲
動
の
軌
跡
を
描
き
は
じ
め
る
の

だ
っ
た
。
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こ
の
体
験
を
し
る
し
た
エ
ッ
セ
ー
「
悲
痛

の
感
激
、
悲
痛
の
快
感
」
で
和
田
は
述
べ
る
。

大
杉
の
唱
え
た
華
や
か
な
動
的
美
に
対
し
、

自
身
に
は
陰
惨
な
憎
悪
美
が
「
嬉
し
か
っ
た
」

の
だ
と
。『
獄
中
か
ら
』
巻
頭
の
同
エ
ッ
セ
ー

の
始
め
の
一
文
は
、
彼
の
精
神
的
な
よ
り
ど

こ
ろ
を
し
め
し
て
興
味
ぶ
か
い
。

　

僕
は
、
泉
鏡
花
の
初
期
の
小
説
が
大
好

き
だ
。

　

死
を
決
意
し
て
彷
徨
し
た
と
き
に
身
に
つ

け
て
い
た
の
も「
俳
句
手
帳
」と「
鏡
花
小
品
」

で
あ
っ
た
。
鏡
花
の
作
品
に
つ
い
て
和
田
は

エ
ッ
セ
ー
お
よ
び
書
簡
の
な
か
で
た
び
た
び

言
及
し
、
差
し
入
れ
に
も
鏡
花
の
本
を
所
望

し
て
い
る
。
関
西
（
兵
庫
県
明
石
）
出
身
の

和
田
に
は
、
本
人
い
わ
く
「
変
な
江
戸
趣
味
」

が
あ
っ
た
が
、
な
か
ば
は
鏡
花
の
小
説
の
影

響
で
あ
り
、
な
か
ば
は
村
木
に
連
れ
ら
れ
て

い
っ
た
「
金
車
」
で
身
に
つ
け
た
も
の
と
明

言
し
て
い
る
。

　

も
し
、
思
想
だ
と
か
、
哲
學
だ
と

か
、
社
會
觀
だ
と
か
の
立
場
か
ら
見
た
な

ら
、
鏡
花
の
作
品
ほ
ど
、
く
だ
ら
な
く
馬

鹿
々
々
し
い
も
の
は
な
か
ら
う
。
が
、
美

と
い
ふ
も
の
の
神
秘
を
、
人
間
の
持
つ
情

合
の
滴
り
、
情
熱
の
閃
き
の
、
そ
の
香
氣

と
美
と
力
と
を
、
あ
れ
ほ
ど
豊
か
に
教
へ

て
く
れ
る
作
家
は
他
に
一
人
も
い
な
い
。

（
略
）

　

大
阪
で
、
或
る
日
僕
も
こ
の
芝
居
（『
婦

系
圖
』）
を
見
に
行
つ
た
。
そ
の
時
、
僕

の
前
に
座
つ
て
ゐ
た
男
が
「
何
ん
だ
か
辻

妻
の
合
は
ぬ
芝
居
だ
ナ
。
あ
の
川
瀬
と
い

ふ
男
が
、
何
ん
で
あ
ん
な
に
敵
打
だ
敵
打

だ
な
ん
て
力
む
の
か
、
さ
つ
ぱ
り
分
ら
へ

ん
が
ナ
」
と
云
つ
た
も
の
だ
。
僕
は
そ
の

時
す
ぐ
「
チ
ェ
ッ
、
南
瓜
嗅
い
ゲ
ッ
プ
を

す
る
な
い
」
と
聞
ゑ
よ
が
し
に
呟
い
た
も

の
だ
。
ハ
ハ
、、、。

　　

和
田
の
こ
と
ば
づ
か
い
は
た
い
へ
ん
興
味

深
い
。
主
人
公
の
心
情
が
分
か
ら
な
い
と
地

元
の
こ
と
ば
で
い
っ
た
客
に
対
し
、
同
じ
く

関
西
出
身
の
和
田
は
「
東
京
弁
」
で
（
野
暮

な
ヤ
ツ
め
と
）
い
な
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と

は
冒
頭
の
述
懐
「
人
間
は
ね
、
場
合
に
よ
れ

ば
―
―
」
に
つ
な
が
る
。
彼
が
共
感
し
て
い

る
の
は
、
主
人
公
・
早
瀬
（〝
川
瀬
〟
は
記

憶
違
い
）
が
、欺
瞞
に
み
ち
た
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
ー
を
破
滅
さ
せ
た
の
ち
、
毒
を
あ
お
ぐ

行
為
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
（
無
思
想
と
認
識

さ
れ
て
い
た
鏡
花
に
は
、
じ
つ
は
、〈
家
〉
父

長
的
原
理
へ
の
叛
反
が
み
と
め
ら
れ
る
）。
そ

の
い
き
ど
お
り
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
き
、

早
瀬
の
こ
と
ば
づ
か
い
は
、
敬
語
か
ら
一
転

し
て
「
べ
ら
ん
め
え
」
口
調
に
な
る
。

　

和
田
が
愛
し
た
堀
口
直
江
も
武
州
出
身
の

「
べ
ら
ん
め
え
」
だ
っ
た
。
彼
が
、
島
崎
藤

村
の
大
杉
評
を
さ
し
て
「
ハ
ハ
…
…
殻
の
中

か
ら
僅
か
に
角
を
振
り
動
か
せ
て
ゐ
る
、
で

ん
で
ん
蟲
野
郎
が
、
キ
ザ
な
事
を
言
や
が
る

ぢ
や
な
い
か
」
な
ど
と
の
た
ま
う
と
き
巻
き

舌
を
意
識
し
て
い
た
か
？
想
像
す
る
と
お
も

し
ろ
い
。
和
田
の
〈
江
戸
趣
味
〉
は
た
と
え

ば
彼
の
俳
句
を
高
く
評
価
し
た
芥
川
の
江
戸

趣
味
と
は
ち
が
う
。
芥
川
の
場
合
は
根
生
い

の
文
化
へ
の
愛
着
で
あ
り
、
そ
の
内
側
に
定

住
し
て
い
る
。
だ
が
、
和
田
は
、
出
自
の
場

所
か
ら
そ
こ
へ
移
動
す
る
こ
と
で
「
自
己
劇

化
」
を
と
げ
る
の
だ
。

　

鏡
花
の
世
界
に
「
連
歌
」
風
の
飛
躍
を
指

摘
す
る
の
は
三
島
由
紀
夫
で
あ
る
。
和
田
の

俳
句
し
か
り
、
そ
れ
は
和
歌
的
「
み
や
び
」

の
世
界
と
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。「
み
や

び
」
の
定
義
は
一
様
で
は
な
い
が
、
最
終
的

に
は
天
皇
家
を
神
聖
視
す
る
伝
統
に
つ
ら

な
っ
て
ゆ
く
―
―
貴
種
の
絶
対
性
の
―
―
問

題
を
は
ず
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
芸
術
が
一
面
賤
視
の
ゆ
え
に
鍛
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
承
知
す
る
鏡
花
の
描
く

世
界
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
な
夢
を
追
う
。
そ
こ

に
あ
や
う
い
反
「
み
や
び
」
の
世
界
が
花
ひ

ら
く
。

　

和
田
の
テ
ロ
ル
へ
の
道
程
に
は
種
々
の
理

由
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
ひ
と

つ
に
、
こ
と
ば
を
通
し
た
自
己
劇
化
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
無
期
懲
役
で

生
き
な
が
ら
え
る
よ
り
死
刑
を
望
ん
だ
彼

は
、
だ
か
ら
判
決
を
受
け
て
「
い
よ
う
、
待

つ
て
ま
し
た
！
」
と
答
え
て
み
せ
る
の
だ
。

　

大
逆
事
件
後
に
大
杉
が
つ
く
っ
た
句
「
春

三
月
縊
り
残
さ
れ
花
に
舞
ふ
」
は
華
や
か
な

動
的
美
を
体
現
し
て
い
る
。
一
方
、
和
田
の

句
は
本
人
が
い
う
よ
う
に
陰
惨
な
憎
悪
美
に

み
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
　

死
刑
を
求
め
ら
る

　

縊
れ
縊
れ
南
京
蟲
の
食
ひ
か
す

　
否
。
和
田
の
「
悲
痛
な
感
激
」
は
、
い
っ
た

ん
は
感
傷
に
徹
せ
ら
れ
た
の
ち
、
か
ぎ
り
な

く
ア
ナ
ー
キ
ー
な
反
み
や
び
の
精
神
を
出
現

さ
せ
た
の
だ
っ
た
。


